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―
―
三
上
さ
ん
は
定
年
２
年
前
に
退
職
し
て
以
降
、
毎

年
、
海
外
中
長
期
滞
在
を
さ
れ
て
い
る
そ
う
で
す
が
、

海
外
へ
は
も
と
も
と
関
心
を
お
持
ち
だ
っ
た
の
で
す
か
。

　

独
身
時
代
か
ら
外
国
旅
行
に
関
心
を
持
っ
て

い
て
、
20
代
の
頃
に
日
本
青
年
海
外
派
遣
団
な
ど

を
２
度
経
験
し
ま
し
た
。
そ
の
後
は
50
代
に
な
っ
て

中
国
へ
行
く
程
度
で
し
た
が
、
退
職
前
に
新
聞
、

Ｔ
Ｖ
な
ど
で
海
外
中
長
期
滞
在
の
こ
と
を
知
り
、

自
分
も
や
っ
て
み
た
い
と
思
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

―
―
実
現
に
向
け
ど
ん
な
準
備
を
さ
れ
ま
し
た
か
。

　

本
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の
情
報
収
集
や
英
会
話

の
学
習
、
通
信
手
段
と
な
る
ス
カ
イ
プ
や
メ
ー
ル

操
作
の
習
熟
な
ど
あ
り
ま
す
が
、
一
番
良
か
っ
た
の

は
南
国
暮
ら
し
の
会
、
キ
ャ
メ
ロ
ン
会
と
い
っ
た
海

外
中
長
期
滞
在
の
サ
ー
ク
ル
に
入
っ
た
こ
と
で
す
。

機
関
紙
や
各
種
会
合
、
メ
ー
ル
交
換
を
通
じ
た
情

報
収
集
に
加
え
、
海
外
の
滞
在
先
で
ス
ポ
ー
ツ
や

食
事
を
一
緒
に
す
る
知
人
、
友
人
に
数
多
く
出
会

え
ま
し
た
。
年
会
費
数
千
円
程
度
で
、
得
ら
れ
る

効
果
は
計
り
知
れ
ま
せ
ん
。

―
―
海
外
中
長
期
滞
在
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、奥
様
の

反
応
は
い
か
が
で
し
た
か
。

　

退
職
前
に
夫
婦
で
「
退
職
後
の
セ
カ
ン
ド
ラ
イ

フ
」
に
つ
い
て
何
度
か
話
し
合
い
、「
お
互
い
に

や
り
た
い
こ
と
を
す
る
」
と
合
意
し
て
い
ま
し
た
。

「
亭
主
、
元
気
で
留
守
が
い
い
」
に
妻
も
賛
同
し
、

海
外
へ
は
単
身
赴
任
型
で
行
く
こ
と
に
し
ま
し
た
。

―
―
現
地
で
の
住
ま
い
は
、
ど
の
よ
う
に
し
て
探

さ
れ
た
の
で
す
か
。

　

サ
ー
ク
ル
の
機
関
紙
や
説
明
会
で
滞
在
地
を
絞

り
、
最
初
は
ホ
テ
ル
に
３
日
程
度
宿
泊
し
、
コ
ン

ド
ミ
ニ
ア
ム
探
し
や
契
約
手
続
き
は
サ
ー
ク
ル
会
員

に
手
伝
っ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　

契
約
期
間
は
月
単
位
が
一
般
的
で
す
。
１
月
、

２
月
は
ピ
ー
ク
と
な
る
た
め
、
好
条
件
の
物
件
の

多
く
は
前
年
中
に
契
約
済
み
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

私
が
現
在
契
約
し
て
い
る
タ
イ
・
チ
ェ
ン
マ
イ
の

コ
ン
ド
ミ
ニ
ア
ム
は
相
場
よ
り
安
く
、
ワ
ン
ル
ー
ム

約
40
㎡
、
バ
ス
タ
ブ
、
小
キ
ッ
チ
ン
の
ほ
か
電
子
レ

ン
ジ
、
冷
蔵
庫
付
き
、
水
光
熱
費
等
込
み
で
月
約

２
万
円
で
す
。
交
通
の
便
が
良
く
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ

モ
ー
ル
に
も
近
い
の
で
、
多
く
の
日
本
人
が
集
ま
っ

て
い
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
地
域
は
、
同
好
の
仲
間

と
行
動
を
一
緒
に
で
き
、
単
身
で
も
不
便
を
解
消

で
き
る
な
ど
、
何
か
と
好
都
合
で
す
。

―
―
現
地
で
の
食
事
は
ど
う
さ
れ
て
い
ま
す
か
。

　

自
炊
と
外
食
を
半
々
程
度
に
し
て
い
ま
す
。
60

円
程
度
の
惣
菜
を
買
っ
て
き
て
冷
蔵
庫
に
常
備
し
、

電
子
レ
ン
ジ
を
活
用
し
て
簡
単
な
料
理
は
作
り
ま

す
。
チ
ェ
ン
マ
イ
に
は
安
い
日
本
食
レ
ス
ト
ラ
ン
が

多
く
、
昼
食
な
ら
２
０
０
円
程
度
で
済
ま
せ
る
こ

と
も
可
能
で
す
。
大
型
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル
に
は

日
本
の
食
材
も
揃
っ
て
い
ま
す
が
、
日
本
よ
り
高

い
の
で
、
な
る
べ
く
持
参
す
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

―
―
現
地
で
は
毎
日
何
を
さ
れ
て
い
る
の
で
す
か
。

　

昼
間
は
サ
ー
ク
ル
の
仲
間
た
ち
と
ゴ
ル
フ
、
テ
ニ

ス
、
卓
球
で
毎
日
汗
を
流
し
、
夜
は
食
事
会
や
カ

ラ
オ
ケ
を
し
た
り
、
日
本
の
Ｔ
Ｖ
を
観
た
り
パ
ソ
コ

ン
を
し
て
過
ご
し
て
い
ま
す
。
観
光
や
温
泉
巡
り
、

小
旅
行
等
の
イ
ベ
ン
ト
が
あ
れ
ば
、
優
先
し
ま
す
。

小遣いの範囲で楽しむ
海外中長期滞在

元東京都中央区職員

三上 英司さん（68歳）
2007年3月退職

【みかみ・えいじ】1948年、青森市出身。埼玉県越谷市在住。1972年東京都職員として採用。中央区
に異動後は、京橋図書館長、監査事務局長、副収入役などを歴任した。定年２年前に退職。退職前から
「南国暮らしの会」等の会員となり、単身赴任型の海外中長期滞在を始めて足掛け10年余。趣味はテニ
ス、卓球、バードゴルフ、国内外の旅行、健康麻雀、家庭菜園、カラオケなど多岐にわたる。「越冬渡り
鳥」「兼業主夫」「育爺（いくじい）」などを自称し、小遣いの範囲で有意義なセカンドライフを実践中。
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ま
た
、
で
き
る
だ
け
現
地
を
理
解
し
、
日
本
を

知
っ
て
も
ら
う
よ
う
、テ
ニ
ス
や
卓
球
の
交
流
試
合
、

チ
ェ
ン
マ
イ
大
学
日
本
語
学
科
や
日
本
研
究
セ
ン

タ
ー
の
イ
ベ
ン
ト
、
少
数
民
族
児
童
収
容
施
設
へ

の
慰
問
に
も
参
加
し
て
い
ま
す
。

―
―
失
敗
談
が
あ
れ
ば
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　

コ
ン
ド
ミ
ニ
ア
ム
の
シ
ャ
ワ
ー
が
急
に
熱
湯
と
な

り
、慌
て
て
飛
び
出
し
た
際
に
洗
面
台
を
大
破
さ
せ
、

弁
償
し
た
こ
と
く
ら
い
で
す
。

―
―
海
外
中
長
期
滞
在
を
成
功
さ
れ
て
い
る
要
因

は
何
だ
と
お
考
え
で
す
か
。

　

ま
ず
は
、
妻
の
賛
同
が
あ
っ
た
こ
と
と
、
夫
婦

と
も
に
健
康
で
老
親
の
介
護
の
心
配
が
な
か
っ
た

こ
と
で
す
。
ま
た
、
58
歳
と
い
う
年
齢
で
始
め
た

こ
と
、
早
く
か
ら
情
報
収
集
を
重
ね
た
こ
と
も
良

か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
現
地
で
は
、
サ
ー
ク
ル
や
ス

ポ
ー
ツ
な
ど
を
通
じ
て
多
く
の
仲
間
や
同
行
者
に

恵
ま
れ
た
こ
と
も
大
き
か
っ
た
で
す
。
仲
間
と
接
す

る
機
会
が
多
け
れ
ば
情
報
収
集
も
広
が
り
、
よ
り

有
意
義
な
滞
在
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

　

夫
婦
同
伴
は
理
想
的
で
す
が
、
実
現
で
き
る
の

は
、セ
カ
ン
ド
ラ
イ
フ
の
考
え
方
や
趣
味
が
一
致
し
、

夫
婦
の
健
康
状
態
や
親
の
介
護
、
持
家
の
管
理

な
ど
の
課
題
を
ク
リ
ア
で
き
た
場
合
で
す
。
東
南

ア
ジ
ア
の
生
活
に
馴
染
め
な
い
女
性
も
多
く
、
同
行

し
た
も
の
の
長
く
続
か
ず
単
身
赴
任
型
と
な
っ
た

ケ
ー
ス
も
意
外
と
多
い
そ
う
で
す
。

―
―
最
後
に
、
現
役
の
地
方
公
務
員
の
方
に
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

退
職
後
の
時
間
は
た
っ
ぷ
り
あ
り
ま
す
が
、
健

康
な
生
活
が
で
き
る
時
間
は
限
ら
れ
て
い
ま
す
。

定
年
後
も
長
く
仕
事
を
続
け
る
方
が
多
い
で
す
が
、

視
点
を
変
え
れ
ば
、
必
死
に
仕
事
を
求
め
る
人
た

ち
の
場
を
奪
っ
て
い
る
と
も
言
え
ま
す
。

　

ま
た
、
地
方
公
務
員
は
海
外
経
験
が
あ
ま
り
な

く
、
海
外
旅
行
と
聞
く
と
高
額
な
印
象
が
あ
る
せ

い
か
、
ほ
と
ん
ど
の
方
は
中
長
期
の
海
外
生
活
を

思
い
つ
き
ま
せ
ん
。
高
嶺
の
花
と
思
わ
れ
が
ち
で
す

が
、
小
遣
い
の
範
囲
で
十
分
可
能
で
す
。
有
意
義

な
セ
カ
ン
ド
ラ
イ
フ
を
実
現
す
る
た
め
、
発
想
を
転

換
し
、
海
外
中
長
期
滞
在
を
考
え
ら
れ
て
み
て
は

い
か
が
で
す
か
。「
ロ
ン
グ
ス
テ
イ
と
は
」
な
ど
と

ネ
ッ
ト
検
索
を
す
る
と
、
各
種
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
ブ

ロ
グ
な
ど
で
具
体
的
な
情
報
が
得
ら
れ
ま
す
よ
。

―
―
貴
重
な
お
話
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

滞在先ではサークルの仲間たちと連日ゴルフやテニス、卓球を楽しむ（写真右上、左上、
右下）
単身赴任型の三上さんだが、現地で行動を共にする仲間が２人いる（写真左下）

   ■ 三上さんの海外中長期滞在の概略

■ 三上さんの家計簿（2016年）
　 滞在経費概算：１バーツ＝３円で換算
・往復航空券　６万円（成田 ⇔ チェンマイ）
・観光旅行　　４万円（マレーシア）
・生活費　　　８万円×２カ月
　　（住居費[水光熱費等込み]２万円
　　＋食費1.5万円＋ゴルフ1.5万円
　　＋交際費１万円＋その他２万円）
　　　　　　　　　合計（２カ月）　26万円
※航空券取得など工夫を重ね費用は年々削減。
※夫婦同伴ならば日本国内の持ち家の管理費
を、単身ならパートナーの国内での生活費を
考慮しなければならない。

■ ビザについて

ビザ無しの滞在期間は、タイ30日以内、マレ
ーシア60日以内。超過すると罰金の対象とな
り、パスポートに記載されるので要注意。タイ
の観光ビザは60日以内。
三上さんはビザ無しで入国後、出入国管理事
務所で滞在期間の延長、また飛行機で数泊の
海外旅行、バスツアーでの一時的な出国も経験。

2006年 10月  マレーシアに下見ツアー（1週間）

2007年
3月  退職
7月  マレーシア滞在（3週間）

2008年

１月上旬
～概ね
３月下旬

 マレーシア滞在2009年
2010年
2011年  マレーシア→タイ滞在
2012年

 タイ滞在（主にチェンマイ）
 （滞在に伴う移動時等にベトナム、
 カンボジア、インドネシア、
 マレーシアへ観光旅行）

2013年
2014年
2015年
2016年
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